平成27年度「第１回がん教育協議会」概要
　
日　時：平成27年８月７日（金）９時55分～11時10分
場　所：神奈川県総合医療会館　２階会議室Ａ
出席者：
中川恵一（東京大学医学部附属病院放射線科　准教授）

　片山佳代子（神奈川県立がんセンター臨床研究所　主任研究員）

　緒方真子（神奈川県立がんセンター患者会「コスモス」　世話人代表）

　玉城　嘉和（公益社団法人神奈川県医師会　理事）
　笹生　正人（公益社団法人神奈川県医師会　理事）
　香山　哲哉（神奈川県公立中学校長会　顧問）
　江上　由美子（神奈川県学校保健連合会養護教諭部会　部会長）
　　※代理：高橋　祥子（同会　書記）
　遠藤泰子（神奈川県ＰＴＡ協議会　執行役員）

　遠藤　仁一（神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課　課長）
　　※代理：上田　尚弘（同課　副課長）
　秋山　昌弘（神奈川県県民局次世代育成部私学振興課　課長）

　佐々木つぐ巳（神奈川県保健福祉局保健医療部がん対策課　課長）

袴田　雅代（神奈川県教育委員会教育局指導部保健体育課　課長）
概　要
　２　座長の選出

　　・佐々木委員の推薦により、中川委員が座長に就任。また、座長の指名により、袴田委員が副座長に就任。

　３　議題　
　（２）ア　平成27年度神奈川県がん教育の取組について
　　〇　教員向けリテラシ―調査結果について

　　（中川委員）

　　　・調査結果の問８を見ると、がんについて誤ったイメージを持っていることがわかる。一般の方にも同じ調査をして、結果を比較できると面白いかもしれない。
　　　・問11で「がん教育に抵抗がある」という回答が少ないのが意外であった。抵抗がある方の多くが、「家族にがん患者がいる生徒への配慮」を理由として挙げており、これはがん教育立ち上げ当初からの課題である。ただ、そのような生徒でも、実際に授業を受けると「がんについて学ぶことができて良かった」といった前向きな感想が出ることも多く、過剰に配慮して学ぶ機会を奪ってはならないと感じている。
　　　・問13で先生方が望んでいる支援は、教材の作成など、この協議会で進めてきた内容と合致しており、神奈川のがん教育はよい形で展開できていると実感できる結果だと思う。
　　　・この調査結果は、他のどこもやっていない、非常に有益なデータである。片山委員に学会発表していただくとともに、県でも記者発表を行ってはどうか。

　　（袴田委員）
　　　・調査にご協力いただいた教員の方に結果をフィードバックする予定だが、公表を前提に行った調査ではないため、記者発表を行う予定はない。
　　（中川委員）

　　　・では、８月19日の指導者研修講座で結果を紹介させていただきたい。
　　〇　がん教育モデル事業について
　　（袴田委員）

　　　・今年度のモデル授業は、川崎市を除く全ての地区で実施する。ただし、川崎市は、独自で検討会を設置してがん教育を実施しているため、全地域を網羅できている状況である。
　　（佐々木委員）

　　　・川崎市で使用している教材や実施状況については情報共有しているのか。

　　（袴田委員）

　　　・川崎市のがん教育の情報は公表されておらず、政令市であるため、情報共有が難しい部分がある。

　（２）イ　がん教育教材について
　　（中川委員）
　　　・指導用補助資料３ぺージの活用例に「がん体験者の体験談」とある。クラス単位の授業では、外部講師の活用が難しいと思うが、どのようなイメージか。
　　（袴田委員）

　　　・外部講師との日程調整が非常に難しいのが現状。外部講師を呼べない場合には、ビデオメッセージで対応する予定である。

　　（中川委員）

　　　・外部講師の活用については、国の検討会でも課題となっている。
　　　・質の担保に関しては、国がガイドラインを作成し進めているが、実際に派遣する際の人選や調整は各自治体が行うことになるため、教育局と保健福祉局で連携しながら、積極的に外部講師を活用してほしい。

　　（佐々木委員）

　　　・医師会や県立がんセンター等と連携しながら実現させたい。

　　（袴田委員）

　　　・当課で、薬務課と連携して「薬物乱用防止教育」を実施しているが、薬務課作成の講師リストを活用して外部講師を派遣している。がん教育でも講師をリスト化して提供してもらえると有難い。

　　　・また、学校現場では外部講師の旅費が出せないことが多く、そういった部分でも協力していただきたい。
　　（中川委員）

　　　・そういった、外部講師活用にあたっての課題があれば、現場の意見として国の検討会にあげてほしい。

以上。
